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チューターとは何か
―著者性、ライティング教育、ネイティブ・スピーカリズムをめぐる試論―
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　本稿は、一橋大学におけるチューター制度の課題を論じる。まず、現場の問いに沿って、著者
性、ライティング教育、ネイティブ・スピーカリズム、という相互に関連する論点を整理する。
さらには、チューターの経験にもとづいて、制度の改善に向けた可能性を検討する。具体的には、
チューター理念の構築、チューター・コミュニティを支える場の設定、チューター活動の多言語・
双方向化、という方向性を示す。
　アカデミック・ライティングは共同的な営みであるが、論文を発表するさいは著者を特定しな
ければならない。論文執筆に不可欠でも、教師や研究仲間や校正者を著者には含まないのが社会
科学では一般的である。しかし、このような著者の線引きは、時代や地域や学問分野によって異
なる。たとえば北米のライティング・センターでは、著者性を重視して「書き手を育てる」制度
を洗練させてきた。他方、一橋のチューター制度は「国際交流」に位置づけられ、チュータリン
グの理念や方法が共有されてこなかった。そこでチューターが直面したジレンマのひとつが、
「オーサーシップの侵害」であった。一橋の制度では、「外国人」留学生の日本語を「日本人」学
生が「ネイティブ・チェック」することが想定されている。したがって、チューターは論文の内
容には踏み込まず、日本語教育を行うのでもなく、添削という補助的な支援を行えばよい、とさ
れる。しかし実践においては、内容と形式あるいはアイデアとその表現の境界、さらにはライティ
ング教育と言語教育の境界は自明ではない。
　アカデミックな著者は他者の承認によって形作られるものであり、「著者とは何か」という問
いは、人間（関係）をどのようなものとして捉えるのかという問いと不可分である。したがって、
著者と密接な関係にあるチューターを再考することは、アカデミックな共同体をどのようにイ
メージし、実現していくのかという、大学の核心といえる課題である。
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